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バ ッテ リモ ジュール （1 1 ) にバスバ一 プ レー ト （1 5 ) を結合すべ く、複 数のホル ダ （1 3 ) に積層
方向に離間 して設 けた複 数の 凹部 （1 3 c ) と、バスバ一 プ レー ト （1 5 ) に積 層方 向に離間 して設 け
た複 数 の 凸部 （1 5 e ) とを係 合 させ る。複 数 の 凸部 （1 5 e ) の長 さ a は 同一 で あ り、複 数 の 凹部
( 3 c ) は、長 さが a で ある第 1 凹部 （1 3 e ( a ) ) と、それ よ りも長 さが長 い b で ある第 2 凹部
( 3 c ( b ) ) とか らな るの で、凸部 （1 5 e ) お よび第 1 凹部 （1 3 c ( a ) ) の係合 に よ リバ ス

バ一 プ レー ト （1 5 ) の位置決 め精度 を確保 しなが ら、バ ッテ リセル （1 2 ) お よびホル ダ （1 3 ) の
厚 さのバ ラツキ によ って 凹部 （1 3 c ) あるいは凸部 （1 5 e ) の間隔が不均一 にな って も、その誤 差
を凸部 （1 5 e ) と第 2 凹部 （1 3 c ( b ) ) との 寸法 差 で 吸収 す る ことで 、バ スバ一 プ レー ト （1
5 ) をホル ダ （1 3 ) に簡単かつ高 い精度 で組み付 ける ことがで きる。



明 細 書

発明の名称 ：バッテリモジュール

技術分野

[0001 ] 本発明は、ホルダを挟んで積層された複数のバッテリセルと、前記複数の

バッテリセルの端子どうしを電気的に接続する複数のバスバ一を有するバス

バ一プレー 卜とを備え、前記複数のホルダおよび前記バスバ一プレー 卜の一

方に前記積層方向に離間して設けられた複数の凸部と、前記複数のホルダお

よび前記バスバ一プレ一 卜の他方に前記積層方向に離間して設けられた複数

の凹部との係合により、前記複数のホルダと前記バスバ一プレ一 卜とを結合

するバッテリモジュールに関する。

背景技術

[0002] 複数の電池および複数の電池間プレー トを交互に重ね合わせた電池集合体

の各電池の正極および負極間を電気的に接続すべく、複数のバスバ一を有す

るバスバ一プレ一 卜に形成 した位置決め孔を電池間プレ一 卜に設けた位置決

めボスに嵌合することで、電池間プレー 卜に対 してバスバ一プレー 卜を位置

決めするものにおいて、位置決め孔の径を位置決めボスの径ょりも大きくす

ることで、バスバ一プレー 卜の電池間プレー トに対する組付作業性を高める

ものが、下記特許文献 1 により公知である。

先行技術文献

特許文献

[0003] 特許文献 1 ：日本特開 2 0 0 9 - 8 7 6 4 6 号公報

発明の概要

発明が解決しょうとする課題

[0004] ところで上記従来のものは、バスバ一プレー 卜の長手方向の一端側の 2 力

所で位置決め孔および位置決めボスを嵌合 しているが、バスバ一プレ一 卜の

電池間プレー 卜に対する位置決め精度を高めるためには、更に多くの位置決

め孔および位置決めボスを設ける必要がある。 しかしながら、個々の電池の



厚さや個々の電池間プレー卜の厚さには誤差が存在するため、複数の電池お

よび複数の電池間プレ一卜を積層すると前記誤差が集積してしまい、位置決

め孔および位置決めボスの嵌合が困難になる可能性がある。

[0005] 本発明は前述の事情に鑑みてなされたもので、複数の凸部および複数の凹

部の係合によってホルダとバスバ一プレ一卜とを結合する際に、組付作業性

および組付精度を両立させることを目的とする。

課題を解決するための手段
[0006] 上記目的を達成するために、本発明によれば、ホルダを挟んで積層された

複数のバッテリセルと、前記複数のバッテリセルの端子どうしを電気的に接

続する複数のバスバ一を有するバスバ一プレ一卜とを備え、前記複数のホル

ダおよび前記バスバ一プレー卜の一方に前記積層方向に離間して設けられた

複数の凸部と、前記複数のホルダおよび前記バスバ一プレ一卜の他方に前記

積層方向に離間して設けられた複数の凹部との係合により、前記複数のホル

ダと前記バスバ一プレー卜とを結合するバッテリモジュールであって、前記

複数の凸部の前記積層方向の長さは同一であり、前記複数の凹部は、第 1凹

部と該第 1凹部よりも前記積層方向の長さが長い第 2 凹部とから構成される

ことを第 1の特徴とするバッテリモジュールが提案される。

[0007] また本発明によれば、前記第 1の特徴に加えて、前記第 1凹部は前記積層

方向の中央部側に位置し、前記第 2 凹部は前記積層方向の両端部側に位置す

ることを第 2 の特徴とするバッテリモジュールが提案される。

[0008] また本発明によれば、前記第 2 の特徴に加えて、前記第 2 凹部は、前記第

凹部から遠いものほど前記積層方向の長さが長いことを第3 の特徴とする

バッテリモジュ一ルが提案される。

[0009] また本発明によれば、ホルダを挟んで積層された複数のバッテリセルと、

前記複数のバッテリセルの端子どうしを電気的に接続する複数のバスバ一を

有するバスバ一プレ一卜とを備え、前記複数のホルダおよび前記バスバ一プ

レ一卜の一方に前記積層方向に離間して設けられた複数の凸部と、前記複数

のホルダおよび前記バスバ一プレ一卜の他方に前記積層方向に離間して設け



られた複数の凹部 との係合により、前記複数のホルダと前記バスバ一プレ一

卜とを結合するバ ッテ リモジュールであって、前記複数の凹部の前記積層方

向の長さは同一であり、前記複数の凸部は、第 1 凸部 と該第 1 凸部よりも前

記積層方向の長さが短い第 2 凸部 とから構成されることを第 4 の特徴 とする

バ ッテ リモジュ一ルが提案される。

[001 0] また本発明によれば、前記第 4 の特徴に加えて、前記第 1 凸部は前記積層

方向の中央部側に位置 し、前記第 2 凸部は前記積層方向の両端部側に位置す

ることを第 5 の特徴 とするバ ッテ リモジュールが提案される。

[001 1] また本発明によれば、前記第 5 の特徴に加えて、前記第 2 凸部は、前記第

1 凸部から遠いものほど前記積層方向の長さが短いことを第 6 の特徴 とする

バ ッテ リモジュ一ルが提案される。

[001 2 ] 尚、実施の形態のプラス端子 1 2 a およびマイナス端子 1 2 b は本発明の

端子に対応 し、実施の形態の第 1 ホルダ 1 3 は本発明のホルダに対応 し、実

施の形態の第 1 バスバ一 1 6 および第 2 バスバ一 1 7 は本発明のバスバーに

対応する。

発明の効果

[001 3 ] 本発明の第 1 の特徴によれば、複数のホルダを挟んで積層 した複数のバ ッ

テ リセルの端子どうしを複数のバスバーで電気的に接続すべ く、バスバーが

設けられたバスバ一プレー トをホルダに結合する。その際に、複数のホルダ

およびバスバ一プレー 卜の一方に積層方向に離間 して設けた複数の凸部 と、

複数のホルダおよびバスバ一プレ一 卜の他方に積層方向に離間 して設けた複

数の凹部 とを係合させるが、複数の凸部の積層方向の長さは同一であり、複

数の凹部は第 1 凹部 と該第 1 凹部よりも積層方向の長さが長い第 2 凹部 とか

らなるので、凸部および第 1 凹部の係合によりバスバープレー 卜の位置決め

精度を確保 しながら、バ ッテ リセルおよびホルダの厚さのバラツキによって

凸部あるいは凹部の間隔が不均一になっても、その誤差を凸部 と第 2 凹部 と

の寸法誤差で吸収することで、バスバ一プレー 卜をホルダに簡単かつ高い精

度で組み付けることができる。



[0014] また本発明の第 2 の特徴によれば、第 1 凹部は積層方向の中央部側に位置

し、第 2 凹部は積層方向の両端部側に位置するので、バッテ リセルおよびホ

ルダの厚さのバラツキの集積量を二つの方向に分散させて第 2 凹部の長さを

小さくすることができる。

[001 5] また本発明の第 3 の特徴によれば、第 2 凹部は第 1 凹部から遠いものほど

積層方向の長さが長いので、バッテ リセルおよびホルダの厚さのバラツキの

集積量の増加に応 じて第 2 凹部の長さを長 くすることで、第 2 凹部の長さを

必要最小限に抑えることができる。

[001 6] また本発明の第 4 の特徴によれば、複数のホルダを挟んで積層 した複数の

バッテ リセルの端子どうしを複数のバスバーで電気的に接続すべ く、バスバ

—が設けられたバスバ一プレー トをホルダに結合する。その際に、複数のホ

ルダおよびバスバ一プレー 卜の一方に積層方向に離間 して設けた複数の凸部

と、複数のホルダおよびバスバ一プレ一 卜の他方に積層方向に離間 して設け

た複数の凹部とを係合させるが、複数の凹部の積層方向の長さは同一であり

、複数の凸部は第 1 凸部と該第 1 凸部よりも積層方向の長さが短い第 2 凸部

とからなるので、凹部および第 1 凸部の係合によりバスバ一プレー 卜の位置

決め精度を確保 しながら、バッテ リセルおよびホルダの厚さのバラツキによ

つて凸部あるいは凹部の間隔が不均一になっても、その誤差を凹部と第 2 凸

部との寸法差で吸収することで、バスバ一プレー 卜をホルダに簡単かつ高い

精度で組み付けることができる。

[001 7] また本発明の第 5 の特徴によれば、第 1 凸部は積層方向の中央部側に位置

し、第 2 凸部は積層方向の両端部側に位置するので、バッテ リセルおよびホ

ルダの厚さのバラツキの集積量を二つの方向に分散させて凹部の長さを小さ

くすることができる。

[001 8] また本発明の第 6 の特徴によれば、第 2 凸部は第 1 凸部から遠いものほど

積層方向の長さが短いので、バッテ リセルおよびホルダの厚さのバラツキの

集積量の増加に応 じて第 2 凸部の長さを短 くすることで、凹部の長さを必要

最小限に抑えることができる。



図面の簡単な説明

[001 9] [ 図 1] 図 1 はバ ッテ リモジュールの分解斜視図である。 （第 1 の実施の形態 )

[ 図2] 図 2 は図 1 の 2 方向矢視図である。 （第 1 の実施の形態）

[ 図3] 図 3 は図 2 の 3 _ 3 線断面図である。 （第 1 の実施の形態）

[ 図4] 図 4 は図 2 に対応する図である。 （第 2 の実施の形態）

符号の説明

[0020] 2 バ ッテ リセル

2 a プラス!/而子 ( 而子 )

2 b マ イ ナス!/而子 （ 而子 ）

3 第 1 ホル ダ （ホル ダ）

3 c 凹部

3 c ( a ) 第 1 凹部

3 c ( b ) 第 2 凹部

6 第 1 バスバ一 （バスバ一）

第 2 バスバ一 （バスバ一）

5 バスバ一プ レ一 卜

5 e 凸部

5 e ( a ) 第 1 凸部

3 e ( b ) 第 2 凸部

発明を実施するための形態

[0021 ] 以下、図 1 〜図 3 に基づいて本発明の第 1 の実施の形態 を説明する。

第 1 の実施の形態

[0022] 図 1 に示すように、電気 自動車 に使用されるバ ッテ リモジュール 1 1 は、

直方体状の複数 （実施の形態では 1 2 個）のバ ッテ リセル 1 2 を合成樹脂

製の断面 H 字状の第 1 ホル ダ 1 3 を間に挟んで積層するとともに、積層方

向両端 に位置する 2 個のバ ッテ リセル 1 2 ， 2 の積層方向外側 に合成樹脂

製の断面 コ字状の 2 個の第 2 ホル ダ 1 4 ， 1 4 を積層 し、図示せぬ締結手段



で積層方向に締結 して構成される。各バッテ リセル 1 2 は、その両側に位置

する第 1 ホルダ 1 3 あるいは第 2 ホルダ 1 4 に挟まれて位置決めされ、かつ

第 1 ホルダ 1 3 および第 2 ホルダ 1 4 ， 4 が一定の位置関係を有するよ

うに相互に嚙み合うことで、バッテ リモジュール 1 1 の形状が維持される。

[0023] 各バッテ リセル 1 2 の上面にはプラス端子 1 2 a およびマイナス端子 1 2

b が設けられており、 1 2 個のバッテ リセル 1 2 のプラス端子 1 2 a お

よびマイナス端子 1 2 b がバスバ一プレー ト1 5 によって電気的に直列に

接続される。即ち、バスバ一プレ一 卜1 5 は合成樹脂で平坦な枠状に形成さ

れた部材であって、金属板よりなる 1 1個の第 1バスバ一 1 6 と、金属板

よりなる2 個の第 2 バスバ一 1 7 ， 1 7 とが設けられている。 1 2 個のバッ

テ リセル 1 2 は、プラス端子 1 2 a およびマイナス端子 1 2 b が交互

に逆方向を向くように積層されており、各第 1バスバ一 1 6 は、隣接する2

個のバッテ リセル 1 2 ， 2 の積層方向に隣接するプラス端子 1 2 a および

マイナス端子 1 2 b を相互に接続 し、 2 個の第 2 バスバ一 1 7 ， 1 7 は、積

層方向一端に位置するバッテ リセル 1 2 のプラス端子 1 2 a と、積層方向他

端に位置するバッテ リセル 1 2 のマイナス端子 1 2 b とに接続される。

[0024] バスバ一プレー 卜1 5 の長手方向両端部には一対のボス部 1 5 a ， 1 5 a

が設けられており、これらのボス部 1 5 a ， 1 5 a を貫通する2 本のボル ト

1 8 ， 1 8 を一対の第 2 ホルダ 1 4 ， 1 4 に設けたボス部 1 4 a ， 1 4 a に

螺合することで、バスバ一プレー ト1 5 がバッテ リモジュール 1 1 に組み付

けられる。

[0025] バスバ一プレー ト1 5 は、その中央部を長手方向 （積層方向）に延びる本

体部 1 5 b と、本体部 1 5 b の左右両側を平行に延びる2 本の縦フレーム 1

5 C , 1 5 c と、本体部 1 5 b および縦フレーム 1 5 c ， 1 5 c を連結する

合計 1 6 本の横フレーム 1 5 d とを備え、本体部 1 5 b 、縦フレーム 1 5

c , 5 c および横フレーム 1 5 d に囲まれた空間に前記第 1バスバ一 1

6 および前記第 2 バスバ一 1 7 ， 7 が固定される。各々の縦フレーム 1

5 c の外面に、積層方向に一定の距離で離間する 1 1個の凸部 1 5 e が突



設される。一方、各第 1 ホルダ 1 3 は、隣接するバッテ リセル 1 2 ， 2 間

に挟まれる本体部 1 3 a と、本体部 1 3 a の両端から積層方向に張り出す一

対のフランジ部 1 3 b ， 1 3 b とを備えており、各フランジ部 1 3 b の上部

に凹部 1 3 c が形成される。

[0026] 図 2 に示すように、バスバ一プレー ト1 5 の片側の縦フレーム 1 5 c に一

定の間隔で設けられた 1 1個の凸部 1 5 e の形状はすべて同一であり、何れ

も積層方向の長さ a を有する矩形状とされる。一方、 1 1個の第 1 ホルダ 1

3 のフランジ部 1 3 b に設けられた片側 1 1個の凹部 1 3 c は何れも

積層方向に長い矩形状であるが、その積層方向の長さ b は異なっている。即

ち、 1 1個の凹部 1 3 c のうち、積層方向の中央に位置する 1個の凹部 1

3 c (以下、第 1 凹部 1 3 c ( a ) という）の長さ b は最も短 く、凸部 1 5

e が隙間なく嵌合する長さ （つまり長さ a ) である。そして第 1 凹部 1 3 c

( a ) の積層方向両側に位置する各 5 個の凹部 1 3 c 〜 （以下、第 2 凹部 1

3 c ( b ) という）の長さ b は、第 1 凹部 1 3 c ( a ) から遠いものほど長

くされる。

[0027] 次に、上記構成を備えた本発明の第 1 の実施の形態の作用を説明する。

[0028] 2 個のバッテ リセル 1 2 と 1 1個の第 1 ホルダ 1 3 と2 個の第 2 ホ

ルダ 1 4 ， 4 とを積層 したバッテ リモジュール 1 1 の上面にバスバ一プレ

— 卜1 5 を組み付けることで、バスバ一プレー ト1 5 に設けた第 1バスバ一

6 および第 2 バスバ一 1 7 ， 7 によってバッテ リセル 1 2 のプラス

端子 1 2 a およびマイナス端子 1 2 b を一度に接続することができる。

[0029] バスバ一プレー ト1 5 をバッテ リモジュール 1 1 に組み付けるには、バス

バ一プレー 卜1 5 の一対の縦フレーム 1 5 c ， 1 5 c に突設 した左右各々 1

1個の凸部 1 5 e を、 1 1個の第 1 ホルダ 1 3 の一対のフランジ部 1 3

b ， 3 b に形成 した左右各々 1 1個の凹部 1 3 c に係合 し、バスバ一プ

レ一 卜1 5 の本体部 1 5 b の両端に設けたボス部 1 5 a ， 1 5 a を貫通する

2 本のボル ト1 8 ， 8 を、 2 個の第 2 ホルダ 1 4 ， 4 に設けたボス部 1

4 a , 1 4 a に螺合すれば良い。



[0030] ところで、バ ッテ リセル 1 2 および第 1 ホルダ 1 3 の積層方向の厚 さ

には製造上の誤差が発生することが避 けられず、 またバ ッテ リセル 1 2 は

温度変化により膨張 して厚 さに誤差が発生する場合がある。 これ らの個 々の

誤差は小さなものであっても、複数個のバ ッテ リセル 1 2 および複数個の

第 1 ホルダ 1 3 を積層 して前記誤差が集積すると、バスバ一プレー ト1 5

の凸部 1 5 e および第 1 ホルダ 1 3 の凹部 1 3 c の位置が相互にずれ

て しまい、バスバ一プレー ト1 5 の組み付けがスムーズに行えな くなる可能

性がある。 これを回避するには、凸部 1 5 e の長さに対 して凹部 1 3 〇 ···

の長さを大 きくすれば良いが、 このようにすると全ての凸部 1 5 e と全て

の凹部 1 3 c との間にガタが発生 し、バスバ一プレー ト1 5 をバ ッテ リモ

ジュール 1 1 に対 して精度良 く位置決めできな くなる可能性がある。

[0031 ] しか しなが ら本実施の形態によれば、積層方向の中央に位置する第 1 ホル

ダ 1 3 の第 1 凹部 1 3 c ( a ) , 1 3 c ( a ) の幅 a が、積層方向の中央に

位置するバスバ一プレー ト1 5 の凸部 1 5 e ， 5 e の幅 a に一致 している

ので、それ らの係合によってバスバ一プレー ト1 5 をバ ッテ リモジュール 1

に対 して積層方向に精度良 く位置決めすることができる。

[0032] また積層方向の中央に位置する第 1 ホルダ 1 3 を除 く両端側の第 1 ホルダ

1 3 の位置は、前記寸法誤差 によって積層方向にバラックことにな り、そ

のバラツキ量は中央の第 1 ホルダ 1 3 か ら遠いものほど大 きくなる。 しか し

なが ら本実施の形態によれば、積層方向の中央か ら遠い第 1 ホルダ 1 3 の

第 2 凹部 1 3 c ( b ) ほど、その積層方向の幅 b を大 きくしたので、第 2

凹部 1 3 c ( b ) の寸法を必要最小限に抑えなが ら、凸部 1 5 e と第 2

凹部 1 3 c ( b ) とが係合不能になる事態を回避することができる。

[0033] 尚、図 2 では誇張 して描かれているが、中央の第 1 凹部 1 3 c ( a ) の長

さ a と、最も長い外側の第 2 凹部 1 3 c ( b ) の長さ b との差は、 1 . 5 m

m程度である。

[0034] 上述 した第 1 の実施の形態では、第 1 凹部 1 3 c ( a ) をバスバ一プレー

卜1 5 の長手方向の中央に配置 しているが、第 1 凹部 1 3 c ( a ) をバスバ



—プレ一 卜1 5 の長手方向の端部を含む任意の位置に配置 しても良い。この

場合でも、バッテ リモジュール 1 1 に対するバスバ一プレー ト1 5 の位置決

め精度を確保 しながら、バッテ リセル 1 2 や第 1 ホルダ 1 3 の寸法誤差

を吸収することができる。

[0035] 但 し、第 1 ホルダ 1 3 の第 1 凹部 1 3 ( a ) をバスバ一プレー ト1 5 の一

端側に設けた場合には、バスバ一プレ一 卜1 5 の他端側における凸部 1 5 e

との間の位置誤差は第 1 の実施の形態の 2 倍になるため、その分だけ第 2 凹

部 1 3 c ( b ) の長さ b を大きくする必要がある。具体的には、一端側の第

1 凹部 1 3 c ( a ) の長さ a と、他端側の最も長い第 2 凹部 1 3 c ( b ) の

長さ b との差は、第 1 の実施の形態の 2 倍の 3 . O m mになる。一方、第 1

の実施の形態によれば、第 1 ホルダ 1 3 の第 1 凹部 1 3 ( a ) をバスバ一プ

レ一 卜1 5 の中央に設けたことで、誤差の累積を二つの方向に分散させるこ

とができるため、第 2 凹部 1 3 c ( b ) の長さ b を最小限に抑えることがで

きる。

[0036] 次に、図4 に基づいて本発明の第 2 の実施の形態を説明する。

第 2 の実施の形態

[0037] 第 1 の実施の形態では、バスバ一プレー 卜1 5 側の凸部 1 5 e の長さを

—定にし、第 1 ホルダ 1 3 側の凹部 1 3 c の長さを異ならせているが、

第 2 の実施の形態では、第 1 ホルダ 1 3 側の凹部 1 3 c の長さを一定に

し、バスバ一プレー ト1 5 側の凸部 1 5 e の長さを異ならせている。

[0038] 即ち、第 1 ホルダ 1 3 の凹部 1 3 c の長さ b は全て同一であり、バス

バ一プレー 卜1 5 の中央の第 1 凸部 1 5 e ( a ) の長さ a は凹部 1 3 c の

長さ b と同 じb であるが、バスバ一プレー ト1 5 の両端側の第 2 凸部 1 5 e

( b ) の長さ a は、中央の第 1 凸部 1 5 e ( a ) から遠いものほど小さく

なっている。

[0039] この第 2 の実施の形態によっても、中央の第 1 凸部 1 5 e ( a ) と凹部 1

3 c との係合によってバスバ一プレー ト1 5 を長手方向に位置決め しながら

、外側の第 2 凸部 1 5 e ( b ) と凹部 1 3 c との寸法差によってバッテ



リセル 1 2 や第 1 ホルダ 1 3 の寸法誤差 を吸収することができる。 しか

も第 1 凸部 1 5 e ( a ) をバスバ一プレー ト1 5 の長手方向中央に配置 した

ので、中央側の最も長い第 1 凸部 1 5 e ( a ) の長さ a を短 くしても、端部

側の最も短い第 2 凸部 1 5 e ( b ) の長さ a を充分に確保 し、 これにより凹

部 1 3 c の長さ b を小さ く抑えることができる。

[0040] 以上、本発明の実施の形態を説明 したが、本発明はその要旨を逸脱 しない

範囲で種 々の設計変更を行 うことが可能である。

[0041 ] 例 えば、実施の形態ではバスバ一プレー ト1 5 側 に凸部 1 5 e を設け、

第 1 ホルダ 1 3 側 に凹部 1 3 c を設けているが、逆にバスバ一プレー ト

1 5 側 に凹部 を設け、第 1 ホルダ 1 3 側 に凸部 を設けても良い。

[0042] また実施の形態の凹部 1 3 c は第 1 ホルダ 1 3 のフランジ部 1 3 b ---

を貫通する孔で構成 されているが、その凹部 1 3 c を窪みで構成すること

も可能である。

[0043] また第 1 の実施の形態ではバスバープレー 卜1 5 の片側 に奇数個 （1 1 個

) の凸部 1 5 e が設けられているため、端部か ら6 個 目の凸部 1 5 e が中

央の凸部 1 5 e とな り、その凸部 1 5 e に係合する凹部 1 3 c が第 1 凹部 1

3 c ( a ) となる。 しか しなが ら、バスバ一プレー ト1 5 の片側 に偶数個の

凸部 1 5 e が設けられている場合には、中央の凸部 1 5 e ， 1 5 e は 2 個

存在することになるため、その 2 個の凸部 1 5 e ， 1 5 e に係合する 2 個の

凹部 1 3 c ， 1 3 c を第 1 凹部 1 3 c ( a ) , 1 3 c ( a ) とすれば良い。

第 2 の実施の形態についても、凸部 1 5 e および凹部 1 3 c の関係が入れ代

わるだけで、同 じことが言える。

[0044] また第 1 の実施の形態では第 2 凹部 1 3 c ( b ) の長さ b を、バスバ一

プレー ト1 5 の中央か ら遠いものほど大 きくしているが、第 2 凹部 1 3 c (

b ) の長さ b は、第 1 凹部 1 3 c ( a ) の長さ a よりも大 きければ、全て

同一であっても良い。第 2 の実施の形態についても、凸部 1 5 e および凹部

1 3 c の関係が入れ代わるだけで、同 じことが言える。



請求の範囲

[ 請求項 1] ホル ダ （1 3 ) を挟 んで積層 された複数のバ ッテ リセル （1 2 ) と

、前記複数のバ ッテ リセル （1 2 ) の端子 （1 2 a ， 1 2 b ) どう し

を電気的に接続する複数のバスバ一 （1 6 ， 1 7 ) を有 するバスバ一

プ レ一 卜 （1 5 ) とを備 え、前記複数のホル ダ （1 3 ) および前記バ

スバ一プ レー ト （1 5 ) の一方 に前記積層方向に離間 して設 け られた

複数の凸部 （1 5 e ) と、前記複数のホル ダ （1 3 ) および前記バス

バ一プ レ一 卜 （1 5 ) の他方 に前記積層方向に離間 して設 け られた複

数の凹部 （1 3 c ) との係合 によ り、前記複数のホル ダ （1 3 ) と前

記バスバ一プ レー ト （1 5 ) とを結合するバ ッテ リモジュールであ つ

て、

前記複数の凸部 （1 5 e ) の前記積層方向の長 さは同一であ り、前

記複数の凹部 （1 3 c ) は、第 1 凹部 （1 3 c ( a ) ) と該第 1 凹部

( 3 c ( a ) ) よ りも前記積層方向の長 さが長い第 2 凹部 （1 3 c

( b ) ) とか ら構成 されることを特徴 とするバ ッテ リモジュール。

[ 請求項2] 前記第 1 凹部 （1 3 c ( a ) ) は前記積層方向の中央部側 に位置 し

、前記第 2 凹部 （1 3 c ( b ) ) は前記積層方向の両端部側 に位置す

ることを特徴 とする、請求項 1 に記載のバ ッテ リモジュール。

[ 請求項3] 前記第 2 凹部 （1 3 c ( b ) ) は、前記第 1 凹部 （1 3 c ( a ) )

か ら遠いものほど前記積層方向の長 さが長いことを特徴 とする、請求

項 2 に記載のバ ッテ リモジュール。

[ 請求項4] ホル ダ （1 3 ) を挟 んで積層 された複数のバ ッテ リセル （1 2 ) と

、前記複数のバ ッテ リセル （1 2 ) の端子 （1 2 a ， 1 2 b ) どう し

を電気的に接続する複数のバスバ一 （1 6 ， 1 7 ) を有 するバスバ一

プ レ一 卜 （1 5 ) とを備 え、前記複数のホル ダ （1 3 ) および前記バ

スバ一プ レー ト （1 5 ) の一方 に前記積層方向に離間 して設 け られた

複数の凸部 （1 5 e ) と、前記複数のホル ダ （1 3 ) および前記バス

バ一プ レ一 卜 （1 5 ) の他方 に前記積層方向に離間 して設 け られた複



数の凹部 （1 3 c ) との係合 によ り、前記複数のホル ダ （1 3 ) と前

記バスバ一プ レー ト （1 5 ) とを結合するバ ッテ リモジュールであ つ

て、

前記複数の凹部 （1 3 c ) の前記積層方向の長 さは同一であ り、前

記複数の凸部 （1 5 e ) は、第 1 凸部 （1 5 e ( a ) ) と該第 1 凸部

( 5 e ( a ) ) よ りも前記積層方向の長 さが短い第 2 凸部 （1 5 e

( b ) ) とか ら構成 されることを特徴 とするバ ッテ リモジュール。

[ 請求項 5] 前記第 1 凸部 （1 5 e ( a ) ) は前記積層方向の中央部側 に位置 し

、前記第 2 凸部 （1 5 e ( b ) ) は前記積層方向の両端部側 に位置す

ることを特徴 とする、請求項 4 に記載のバ ッテ リモジュール。

[ 請求項 6] 前記第 2 凸部 （1 5 e ( b ) ) は、前記第 1 凸部 （1 5 e ( a ) )

か ら遠いものほど前記積層方向の長 さが短いことを特徴 とする、請求

項 5 に記載のバ ッテ リモジュール。
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